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附属大塚 学校だより 

本校は、世界最高水準の知的障害教育を目指します。
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新年度を迎えて 

     校長　柘植雅義


幼児児童生徒の皆さん、保護者の皆様方、ご入学、ご進級おめでとう
ございます。新しい仲間が増え、皆一つずつ学年が上がり、そして、本
校の歴史がまた１年蓄積されました。 　 
４月って、いいですね。桜が咲いて、風が心地よくて、新しい出会い

があって、  新しい動きが始まって、・・・。何か、ワクワク、ドキドキ
してきます。さらに、 ４月（しがつ）の「し」は、幸せの「し」でもあ
ります。だから、私は、４月が大好きです。  
さて、私は、本校校長として５年目になります。大学の仕事のため、

附属大塚に勤務するのは週に何日かしかありませんが、それにしてもこ
の４年間、附属大塚で子どもたちや職員らと過ごす時間が、何やらとて
も楽しく、面白く、豊かなものでした。 
さて、本校に着任して早々、「附属大塚は、世界最高水準の知的障害

教育を目指します。」と職員や保護者の皆様にお話しましたが、この
度、教育憲章を掲げました。 

　　　　　                  教育憲章 
------------------------------------------------------------------------------ 
本校は、世界最高水準の知的障害教育を目指します。 
そのために、以下の５つに全力で取り組んでいきます。 
　○子供の主体性を大切にします 
　○子供の人権を大切にします 
　○学術研究に基づく確かな指導・支援を行います 
　○成果を国内外に広く発信します 
　○共生社会の実現にむけ貢献します 
------------------------------------------------------------------------------ 
　　　　　筑波大学附属大塚特別支援学校　2016年4月 

日本の特別支援教育は、インクルーシブ教育システムという国連の近年の流れを踏まえて、これからさらな
る大きな転換を迎えることになります。大きなチャレンジの始まりです。附属大塚への期待は、ますます大き
くなっていくと思います。 
また、2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、本校でも種々の教育活動を通じて応援してい

こうと考えています。 
最後になりましたが、本校の一層の充実発展に向けて、これまで同様、保護者の皆様方及び関係者の皆様方

の、本校の教育へのご理解やご支援ご協力をお願い申し上げます。 

朝から玄関で挨拶する学校長
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「心のバリアフリー推進」交流実践報告 
　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年度文部科学省受託事業 

　本校では、文部科学省の「学校における交流及び共同学習を通じた
障害者理解（心のバリアフリー）の推進事業」を平成２７年度から３
年連続で受託し、スポーツ・身体的活動（アダプテッド・スポーツ）
や芸術・文化的な活動を通した様々な交流に取り組んできました。先
月、１年間の実践をまとめ、全国の関係機関に報告しました。 

　平成３０年度も引き続き本事業の申請が採択され、共生社会の実現
に向けた「インクルーシブ教育システム」の構築を目指します。今年度
は、これまでの成果から、障害理解と知的障害のある子どもたちの育
ちを評価する方法について検討していきます。 

教職員異動のお知らせ 

＜個人情報のためHPには掲載いたしません＞ 
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今月の予定 
　
　９日（月）始業式
１０日（火）入学式
１２日（木）給食開始
１３日（金）学校運営説明会
　　　　　　各部・学級保護者会
　　　　　　ラオス大臣視察
１６日（月）内科検診（高）
１７日（火）内科検診（小２～中）
１８日（水）ミニ避難訓練
　　　　　　胸部X線（高２）
１９日（木）消防写生会
　　　　　　家庭訪問・面談開始
２３日（月）運動会特別日課開始
　　　　　　眼科検診
２４日（火）歯科検診
２６日（木）尿検査
２７日（金）PTA総会

※各部の予定は、各部の時間割を
ご覧下さ

１３日の学校運営説明会の予定 
１０：００～幼小（会議室）１３：４５～中高（体育館）


